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　今夏は各地で記録的な暑さが続きましたが、そうした中で300人近いシルバー会員た
ちは、皆様の要望に応えるよう、多くの所で作業に取り組んでいます。 
　なかでも、夏には事業所などから草刈りの依頼が多くなっています。 
　また、近年高齢化が進み、一般家庭からの宅地周辺の草刈り・草取りや庭木の剪定
の業務も増えています。 
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1 8 . 9 . 1 5 第9号 （2）

高
梁
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
実
体
験
を
と
お
し

て
、
社
会
福
祉
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
る
と
共
に
、
活
動
に
積
極
的
に
参

加
す
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
を
行
う

た
め
、
市
内
在
住
者
及
び
市
内
へ
通

学
し
て
い
る
生
徒
、
学
生
を
対
象
に

夏
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
事
業
を
毎

年
実
施
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

関
心
の
あ
る
方
が
社
会
福
祉
施
設
や

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
で

様
々
な
出
会
い
の
中
か
ら
新
し

い
発
見
や
「
と
も
に
生
き
て
い

く
」
視
点
を
育
む
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

七
月
一
日
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

体
験
事
業
の
事
前
研
修
会
を
、

高
梁
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開

催
し
ま
し
た
。

こ
の
日
、
市
内
の
中
学
生
や

高
校
生
ら
二
百
十
五
人
が
参

加
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
心

構
え
や
注
意
事
項
の
説
明
に
続

い
て
高
梁
市
手
話
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
会
の
会
長
ら
に
よ
る
指
導

で
、「
み
ん
な
で
手
話
に
親
し

み
ま
し
ょ
う
」
と
自
己
紹
介
や
あ
い

さ
つ
の
仕
方
な
ど
の
手
話
を
体
験
し

ま
し
た
。
ま
た
、
受
け
入
れ
側
か
ら

は
二
十
七
の
施
設
や
団
体
か
ら
の
参

加
が
あ
り
、
活
動
の
紹
介
な
ど
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
そ
れ
ぞ
れ
が

希
望
す
る
施
設
、
団
体
の
担
当
者
と

活
動
日
や
留
意
事
項
、
具
体
的
な
活

動
の
内
容
な
ど
に
つ
い
て
打
ち
合
わ

せ
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
は
「
は
じ
め
よ
う
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
　
あ
な
た
の
気
持
ち
が
地
域
を

変
え
る
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と

し
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
お
互
い

の
幸
せ
を
求
め
て
、
自
分
た
ち
の
手

に
よ
っ
て
、
住
み
よ
い
地
域
に
変
え

て
い
く
活
動
で
あ
り
、
社
会
を
支
え

る
大
き
な
力
と
な
り
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
こ
れ
か
ら
の

地
域
福
祉
を
進
め
る
上
で
欠
か
せ
な

い
方
法
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
の
悩
み
や
様
々
な
地
域
の
課
題

を
自
分
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
、
進

ん
で
身
近
な
活
動
に
参
加
し
て
、
活

動
を
通
じ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
自
身
も

成
長
し
て
い
く
と
こ
ろ
に
、
大
き
な

特
徴
が
あ
り
ま
す
。
相
手
の
悩
み
や

問
題
を
見
つ
め
、
人
間
関
係
を
大
切

に
し
な
が
ら
取
り
組
み
、
社
会
の
福

祉
を
高
め
る
た
め
に
役
立
て
る
活
動

で
す
。

高齢者栄養改善講習会で活動する生徒（左端）

全員で手話を体験

事前研修会に参加の生徒・学生

福
祉
施
設
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
で
活
動

夏
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
事
業

体
験
事
業 
夏
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
事
業

体
験
事
業 
夏
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
事
業 
200620062006



（3） 第9号 1 8 . 9 . 1 5

保育施設で

グループ発表をする生徒

高齢者福祉施設の納涼祭で

事後研修会（意見交換）

デイサービスセンターで

今
回
の
参
加
者
の
中
に
は
夏
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
活
動
が
三
回
目
と

な
る
方
が
二
十
二
人
、
二
回
目
が
五

十
七
人
で
、
そ
の
他
は
初
め
て
の
参

加
で
し
た
。

参
加
の
動
機
は
、「
社
会
や
地
域
の

役
に
立
つ
活
動
を
し
た
い
か
ら
」
や

「
自
分
自
身
の
成
長
や
学
習
の
た
め
」

な
ど
の
理
由
が
多
く
、
な
か
に
は

「
い
ろ
い
ろ
な
施
設
で
多
く
の
体
験
を

し
て
み
た
い
」
と
複
数
の
施
設
で
の

活
動
を
希
望
す
る
方
も
い
ま
し
た
。

ま
た
、「
ど
ん
な
こ
と
が
あ
る
か
不

安
だ
が
、
す
ご
く
期
待
も
し
て
い
る
」

と
い
う
気
持
ち
で
参
加
し
た
中
学
生

も
い
ま
し
た
。

八
月
二
十
二
日
、
高
梁
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
夏
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
体
験
事
業
に
参
加
し
た
生
徒
、

学
生
百
九
十
六
人
と
受
け
入
れ
施

設
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の

方
々
の
出
席
を
い
た
だ
き
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
体
験
の
成
果
に
つ
い
て
話
し

合
う
事
後
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

生
徒
、
学
生
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
活
動

先
ご
と
に
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、

体
験
を
と
お
し
て
の
感
想
や
自
分
の

将
来
に
生
か
し
た
い
こ
と
な
ど
を
嬉

し
か
っ
た
こ
と
、
困
っ
た
こ
と
な
ど

と
合
わ
せ
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。印

象
に
残
っ
た
こ
と
を
「
利
用
者

の
方
か
ら
『
あ
り
が
と
う
』『
た
す
か

っ
た
』
と
声
を
か
け
て
く
だ
さ
っ
た

の
が
嬉
し
か
っ
た
。
色
々
な
こ
と
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
経

験
を
何
か
に
役
立
て
れ
ば
良
い
と
思

っ
て
い
ま
す
」
と
い
っ
た
感
想
も
あ

り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
各
グ
ル
ー
プ
の
代
表
者

が
、
そ
れ
ぞ
れ
で
ま
と
め
た
内
容
に

つ
い
て
発
表
を
し
ま
し
た
。

ま
た
、
貴
重
な
体
験
の
場
を
提
供

し
て
く
だ
さ
っ
た
受
け
入
れ
施
設
の

方
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
方

か
ら
は
、
生
徒
た
ち
へ
の
感
想
と
事

業
に
対
す
る
助
言
を
い
た
だ
き
、
今

年
の
夏
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
事
業

を
終
了
し
ま
し
た
。



1 8 . 9 . 1 5 第9号 （4）

「てんとうむし」の会員との交流研修会

七
月
十
八
日
、

「
平
成
十
八
年
度
介

護
講
習
会
」（
（社）
岡

山
県
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
連
合

会
主
催
）
の
開
講

式
が
高
梁
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
講
習
は
、

県
内
在
住
の
働
く

意
欲
の
あ
る
六
十

歳
代
前
半
の
方
を
対
象
に
、
雇
用
を

前
提
と
し
た
訪
問
介
護
員
の
資
格
取

得
を
目
指
す
も
の
で
、
受
講
者
は
市ベッドメイキングを学ぶ受講者

車椅子の取扱い説明

内
の
ほ
か
倉
敷
市
、
新
見
市
な
ど
か

ら
の
応
募
も
あ
り
合
計
十
五
人
。
高

梁
市
社
会
福
祉
協
議
会
も
、
広
報
紙

で
の
募
集
の
お
知
ら
せ
や
、
会
場
の

提
供
な
ど
に
よ
り
こ
の
事
業
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

講
習
は
こ
の
日
か
ら
十
二
月
四
日

ま
で
続
け
ら
れ
合
計
二
十
二
日
間
、

百
三
十
時
間
に
わ
た
っ
て
講
義
、
実

技
、
実
習
が
行
わ
れ
、
研
修
終
了
と

同
時
に
「
訪
問
介
護
員
養
成
研
修
二

級
課
程
」
の
資
格
取
得
が
で
き
ま
す
。

受
講
者
の
女
性
は
、
応
募
の
動
機

を
「
近
所
に
は
一
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
の
方
が
多
く
、
そ
の
お
世
話
を
し

て
あ
げ
た
い
。
ま
た
、
自
分
が
将
来

介
護
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
、

そ
の
知
識
を
持
っ
て
受
け
た
い
と
思

い
応
募
し
た
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
も
十
月
一
日
か
ら
全
国
一
斉

に
赤
い
羽
根
共
同
募
金
が
始
ま
り
ま

す
。
高
梁
市
の
目
標
額
は
、
県
共
同

募
金
会
に
お
い
て
六
百
二
十
万
円
と

な
り
ま
し
た
。
一
世
帯
あ
た
り
の
目

標
額
を
五
百
円
に
各
戸
募
金
や
街
頭

募
金
、
バ
ッ
ジ
募
金
、
法
人
募
金
等

を
通
じ
て
市
民
の
皆
様
へ
ご
協
力
を

お
願
い
し
て
ま
い
り
ま
す
。

皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
募
金
は
、

県
共
同
募
金
会
が
主
体
と
な
っ
て
地

域
の
様
々
な
活
動
や
支
援
に
役
立
た

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

七
月
二
十
一
日
、
赤
穂
市
社
会
福

祉
協
議
会
か
ら
移
送
サ
ー
ビ
ス
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
て
ん
と
う
む

し
」
の
会
員
ら
三
十
二
人
が
交
流
研

修
会
の
た
め
来
高
。

赤
穂
市
は
人
口
約
五
万
二
千
人
で
、

「
て
ん
と
う
む
し
」
の
会
は
平
成
四
年

か
ら
移
送
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
、
現
在

会
員
は
六
十
人
。

移
送
サ
ー
ビ
ス
の
対
象
は
車
椅
子

利
用
者
に
限
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
な

ど
、
内
容
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ

市
の
実
情
に
よ
っ
て
、
社
会
福
祉
協

議
会
の
扱
い
も
異
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
移
送
サ
ー
ビ
ス
の
果
た
す
役
割
、

ま
た
運
営
方
法
な
ど
研
修
会
で
双
方

の
情
報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
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支　会　だ　よ　り

川
上
支
会
で
は
、
食
の
自
立
支

援
事
業
を
市
か
ら
委
託
を
受
け
て

実
施
し
て
い
ま
す
。
実
施
は
週
三

日
で
、
月
曜
日
と
金
曜
日
に
夕
食

を
、
水
曜
日
に
昼
食
を
配
食
し
て

い
ま
す
。
高
齢
者
で
一
人
暮
ら
し

の
方
や
高
齢
者
世
帯
の
方
な
ど
が

利
用
さ
れ
て
お
り
、
各
地
区
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
声
掛
け
と
安
否
確

認
を
兼
ね
て
、
自
宅
ま
で
お
届
け

し
て
い
ま
す
。
調
理
は
地
元
の
業

者
が
工
夫
を
凝
ら
し
、
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
内
容
と
な
っ
て
お
り
、

利
用
者
負
担
金
は
、
三
〇
〇
円
で

す
。
現
在
約
四
十
人
の
方
が
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

利
用
者
は
、「
給
食
の
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
あ
り
が

た
く
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

今
後
も
、
利
用
者
の
方
が
健
康

で
過
ご
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
真

心
を
込
め
て
給
食
を
お
届
け
し
ま

す
。利

用
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ

せ
は
左
記
ま
で
。

社
会
福
祉
協
議
会
川
上
支
所

TEL
$8
９
７
７
０

川
上
町
仁
賀
、
三
宅
静
さ
ん
が

八
月
二
日
、
九
十
九
歳
の
誕
生
日

を
迎
え
ら
れ
、
森
下
川
上
支
会
長

備
　
　
中

湯
野
子
供
神
楽
育
成
会
が

や
す
ら
ぎ
荘
を
訪
問

サービスを受ける利用者

記念品を受ける三宅さん

ボランティアによる配送

八
月
二
十
三
日
、
備
中
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
や
す
ら
ぎ
荘
）

に
湯
野
子
供
神
楽
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
十
人
の
訪
問
が
あ
り
ま
し
た
。

猿
田
彦
の
舞
、
事
代
主
の
命
や

大
国
主
の
命
の
舞
な
ど
約
一
時
間

三
十
分
の
熱
演
に
利
用
者
は
食
い

福の種を利用者の方へ猿田彦の舞を披露

川
　
　
上

食
の
自
立
支
援
事
業

か
ら
お
祝
い
の
記
念
品
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

長
寿
を
心
か
ら
、
お
祝
い
申
し

上
げ
ま
す
。

入
る
よ
う
に
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
ま
し
た
。

子
供
た
ち
の
一
生
懸
命
の
舞
に

利
用
者
か
ら
は
、「
か
わ
い
い
し
、

よ
く
練
習
が
で
き
て
い
て
上
手
だ

っ
た
。
感
動
し
た
」「
ま
た
来
て
ほ

し
い
」
な
ど
の
声
が
聞
こ
え
て
い

ま
し
た
。
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成
　
　
羽

有
漢
地
域
で
は
、
各
町
内
会
で
集

落
福
祉
活
動
普
及
促
進
事
業
と
し

て
、
様
々
な
福
祉
の
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

川
関
上
と
川
関
下
の
町
内
会
で
は

合
同
で
、
毎
年
運
動
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

こ
の
日
は
、
約
百
五
十
人
が
参
加

宇
治
高
等
学
校
で
は
こ
の
ほ
ど
職

員
と
学
生
、
二
十
六
人
に
よ
り
マ
リ

ー
ゴ
ー
ル
ド
や
サ
ル
ビ
ア
な
ど
の
花

植
え
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
宇
治
地
域
が
岡
山
県
社

会
福
祉
協
議
会
か
ら
「
地
域
型
福
祉

学
習
事
業
」
の
指
定
を
受
け
、
地
域

の
団
体
、
学
校
な
ど
で
「
彩
り
宇
治

福
祉
の
会
」
を
結
成
し
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
地
域
福
祉
推
進
の
担

プレーを楽しむ参加者

花植えをする高校生

有
　
　
漢

九
月
三
日
、
成
羽
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
な
ど
三
箇
所
を
会
場
と
し
て
、

健
康
福
祉
ま
つ
り
成
羽
を
開
催
し
ま

し
た
。
厳
し
い
残
暑
に
も
か
か
わ
ら

ず
大
勢
の
参
加
を
い
た
だ
き
、
元
気

に
プ
レ
ー
を
楽
し
む
参
加
者
の
は
つ

ら
つ
と
し
た
表
情
が
印
象
的
で
し
た
。

当
日
実
施
し
た
競
技
種
目
は
、
チ

ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
、
ソ
フ
ト
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、

ビ
リ
ヤ
ー
ド
、
輪
投
げ
・
ピ
ン
ボ
ウ

リ
ン
グ
で
し
た
。

ま
た
、
恒
例
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ

ル
フ
大
会
に
は
百
九
人
が
参
加
さ
れ
、

当
日
寄
せ
ら
れ
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
募

金
十
一
万
四
千
八
百
一
円
を
成
羽
支

会
へ
寄
付
金
と
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

高
　
　
梁彩

り
宇
治
福
祉
の
会

い
手
を
育
成
す
る
た
め
、
地
域
で
展

開
す
る
福
祉
学
習
活
動
を
推
進
し
、

共
生
、
協
働
の
あ
り
方
を
模
索
し
て

い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

花
い
っ
ぱ
い
運
動
は
、
従
来
か
ら

地
域
で
取
り
組
ん
で
お
り
学
校
と
と

も
に
展
開
す
る
こ
と
で
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
に
対
す
る
意
識
の
向
上
を

目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
地
域
型
福
祉
学
習
事
業
で

は
、
吉
備
国
際
大
学
の
協
力
を
得
て

住
民
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
地
域
の
方

が
更
に
参
画
で
き
る
活
動
へ
の
展
開

を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

二
町
内
会
合
同
に
よ
る
運
動
会

し
、
風
船
割
競
争
な
ど
七
種
目
の
競

技
を
通
し
て
一
層
親
睦
を
深
め
ま
し

た
。
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高梁市社会福祉協議会へ平成18年7月と8月にいただいたご寄付についてお知らせします。心か
ら感謝申し上げ社会福祉事業に活用させていただきます。
なお、金額等については寄付者の意向によって掲載しています。（敬称は略させていただきます。）

社会福祉協議会へのご寄付 社会福祉協議会へのご寄付 社会福祉協議会へのご寄付 

【
香
典
・
玉
串
料
・
御
花
料
返
し
】

《
高
梁
支
会
へ
》

金
一
封
　
松
原
町
　
中
村
　
清
志

（
故
・

四
郎
様
の
ー
）

金
一
封
　
小
高
下
町

川
原
　
裕
子

（
故
・
敏
男
様
の
ー
）

金
一
封
　
内
山
下
　
坂
東
　
英
明

（
故
・
蔦
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
落
合
町
　
東
平
　
信
弘

（
故
・
敏
男
様
の
ー
）

金
一
封
　
早
島
町
　
信
下
　
利
幸

（
故
・
八
重
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
高
倉
町
　
仲
田
勇
次
郎

（
故
・
秋
與
様
の
ー
）

金
一
封
　
玉
川
町
　
川
上
　
敏
之

（
故
・
清
様
の
ー
）

金
一
封
　
津
川
町
　
安
田
　
義
紘

（
故
・
加
代
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
玉
川
町
　
黒
川
　
宜
行

（
故
・
光
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
鍜
冶
町
　
小
見
山
美
雄

（
故
・
て
る
様
の
ー
）

金
一
封
　
岡
山
市
　
溝
川
　
　
茂

（
故
・
武
志
様
の
ー
）

金
一
封
　
川
面
町
　
池
長
　
生
恵

（
故
・
ユ
キ
ヱ
様
の
ー
）

金
一
封
　
段
　
町
　
黒
田
惠
美
子

（
故
・
省
吾
様
の
ー
）

金
一
封
　
津
川
町
　
鷺
森
　
幸
子

（
故
・
寿
太
郎
様
の
ー
）

金
一
封
　
宇
治
町
　
仲
田
　
孝
枝

（
故
・
春
雄
様
の
ー
）

《
有
漢
支
会
へ
》

金
一
封
　
有
　
漢
　
宮
田
　
牛
夫

（
故
・
冬
野
様
の
ー
）

金
一
封
　
有
　
漢

佐
藤
　
玄
二

（
故
・
兼
代
様
の
ー
）

金
一
封
　
有
　
漢

土
手
　
　
誠

（
故
・
繁
太
郎
様
の
ー
）

金
一
封
　
上
有
漢

杭
田
　
　
正

（
故
・
増
夫
様
の
ー
）

金
一
封
　
有
　
漢

和
田
　
直
樹

（
故
・
壽
志
様
の
ー
）

金
一
封
　
有
　
漢

建
部
　
幸
二

（
故
・
淳
子
様
の
ー
）

《
成
羽
支
会
へ
》

金
一
封
　
下
　
原
　
西
江
勝
次
郎

（
故
・
長
江
由
男
様
の
ー
）

金
一
封
　
坂
　
本
　
入
江
　
嘉
雄

（
故
・
政
市
様
の
ー
）

十
万
円
　
布
　
寄
　
大
塚
　
裕
玄

（
故
・
成
玄
様
の
ー
）

金
一
封
　
成
　
羽
　
前
x

元
秀

（
故
・
幸
一
様
の
ー
）

金
一
封
　
横
浜
市
　
矢
島
　
久
義

（
故
・
孝
子
様
の
ー
）

《
川
上
支
会
へ
》

金
一
封
　
地
　
頭
　
大
村
　
　
栄

（
故
・
昭
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
高
　
山
　
山
崎
　
忠
浩

（
故
・
喜
代
美
様
の
ー
）

金
一
封
　
上
大
竹
　
竹
森
　
俊
司

（
故
・
美
代
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
仁
　
賀
　
藤
井
　
　
進

（
故
・
ミ
ヲ
ル
様
の
ー
）

金
一
封
　
正
宗
町
　
w
坂
　
茂
維

（
故
・
義

様
の
ー
）

金
一
封
　
落
合
町
　
村
上
　
三
郎

（
故
・
美
代
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
川
面
町
　
湯
浅
　
孝
之

（
故
・
イ
ト
様
の
ー
）

金
一
封
　
川
面
町
　
森
脇
　
光
夫

（
故
・
八
重
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
鍜
冶
町
　
大
西
　
英
夫

（
故
・
孝
寛
様
の
ー
）

金
一
封
　
御
前
町
　
原
田
　
二
男

（
故
・
純
江
様
の
ー
）

金
一
封
　
原
田
北
町

森
下
美
智
代

（
故
・
毅
様
の
ー
）

十
万
円

高
倉
町
　
三
村
　
和
之

（
故
・
美
智
代
様
の
ー
）

金
一
封
　
横
　
町
　
山
川
　
隆
章

（
故
・
豊
吉
様
の
ー
）

金
一
封
　
川
面
町
　
中
森
　
　
武

（
故
・
登
美
江
様
の
ー
）

《
津
川
地
区
へ
》

金
一
封
　
津
川
町
　
安
田
　
義
紘

（
故
・
加
代
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
津
川
町
　
鷺
森
　
幸
子

（
故
・
寿
太
郎
様
の
ー
）

《
川
面
地
区
へ
》

金
一
封
　
川
面
町
　
森
末
　
智
衛

（
故
・
近
江
様
の
ー
）

金
一
封
　
川
面
町
　
池
長
　
生
恵

（
故
・
ユ
キ
ヱ
様
の
ー
）

金
一
封
　
川
面
町
　
佐
藤
　
睦
子

（
故
・
学
様
の
ー
）

金
一
封
　
川
面
町
　
湯
浅
　
孝
之

（
故
・
イ
ト
様
の
ー
）

金
一
封
　
川
面
町
　
森
脇
　
光
夫

（
故
・
八
重
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
川
面
町
　
中
森
　
　
武

（
故
・
登
美
江
様
の
ー
）

《
巨
瀬
地
区
へ
》

十
万
円

巨
瀬
町
　
島
田
　
富
雄

（
故
・
寛
信
様
の
ー
）

金
一
封
　
巨
瀬
町
　
柴
田
　
和
夫

（
故
・
亀
三
郎
様
の
ー
）

五
万
円

巨
瀬
町
　
山
上
　
　
満

（
故
・
正
行
様
の
ー
）

《
中
井
地
区
へ
》

金
一
封
　
中
井
町
　
藤
森
　
宣
人

（
故
・
岸
様
の
ー
）

《
玉
川
地
区
へ
》

金
一
封
　
玉
川
町
　
川
上
　
敏
之
　

（
故
・
清
様
の
ー
）

金
一
封
　
玉
川
町
　
石
田
　
泰
宏
　

（
故
・
長
谷
川
茂
子
様
の
ー
）

《
宇
治
地
区
へ
》

六
万
円

宇
治
町
　
土
田
　
良
雄

（
故
・
八
千
代
様
の
ー
）

金
一
封
　
宇
治
町
　
仲
田
　
孝
枝

（
故
・
春
雄
様
の
ー
）

《
松
原
地
区
へ
》

金
一
封
　
早
島
町
　
信
下
　
利
幸

（
故
・
八
重
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
大
阪
市
　
植
田
荘
治
郎

（
故
・
み
の
江
様
の
ー
）

《
落
合
地
区
へ
》

金
一
封
　
落
合
町
　
東
平
　
信
弘

（
故
・
敏
男
様
の
ー
）
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金
一
封
　
七
　
地
　
丹
治
　
弘
光

（
故
・
保
次
様
の
ー
）

金
一
封
　
下
大
竹
　
三
宅
　
憲
政

（
故
・
春
美
様
の
ー
）

金
一
封
　
仁
　
賀
　
三
村
　
光
子

（
故
・
寿
人
様
の
ー
）

金
一
封
　
地
　
頭
　
鈴
村
　
繁
実

（
故
・
定
市
様
の
ー
）

金
一
封
　
落
合
町
　
柏
木
　
富
雄

（
故
・
ス
エ
ノ
様
の
ー
）

《
備
中
支
会
へ
》

金
一
封
　
布
　
賀
　
堀
田
　
　
勝

（
故
・
益
男
様
の
ー
）

金
一
封
　
東
油
野
　
谷
岡
　
素
子

（
故
・
城
井
田
文
美
様
の
ー
）

金
一
封
　
東
油
野
　
川
上
　
一
夫

（
故
・
操
様
の
ー
）

金
一
封
　
平
　
川
　
岡
崎
　
宣
治

（
故
・
ヨ
シ
コ
様
の
ー
）

金
一
封
　
志
藤
用
瀬

賀
　
光
仁

（
故
・
勉
様
の
ー
）

金
一
封
　
倉
敷
市
　
赤
木
　
正
吾

（
故
・
浪
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
岡
山
市
　
西
川
　
忠
志

（
故
・
定
一
様
の
ー
）

金
一
封
　
平
　
川
　
大
前
八
重
香

（
故
・
清
治
様
の
ー
）

金
一
封
　
岡
山
市
　
内
藤
　
武
士

（
故
・
ツ
ヨ
ノ
様
の
ー
）

〔
一
般
寄
付
〕

《
高
梁
支
会
へ
》

金
一
封
　
　
　
　

匿
　
　
　
名

（
社
会
奉
仕
と
し
て
第
266
・
267
回
目
）

金
一
封
　
落
合
町
　
匿
　
　
　
名

（
一
般
寄
付
と
し
て
）

《
宇
治
地
区
へ
》

金
一
封

宇
治
町
　
藤
井
　
妙
子

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
松
原
地
区
へ
》

金
一
封
　
松
原
町
　
瀧
江
　
　
要

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
有
漢
支
会
へ
》

金
一
封
　
有
　
漢

上
森
　
一
郎

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
有
　
漢

山
縣
　
邦
子

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
有
　
漢

蛭
田
　
禎
男

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
有
　
漢

久
保
　
　
榮

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
成
羽
支
会
へ
》

三
万
円
　
西
宮
市
　
中
谷
　
征
司

（
社
会
福
祉
事
業
に
対
す
る

寄
付
と
し
て
）

《
川
上
支
会
へ
》

金
一
封
　
下
大
竹
　
川
上
　
慶
子

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
下
大
竹
　
滝
川
　
美
子

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
上
大
竹
　
山
室
　
　
江

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
仁
　
賀
　
三
宅
　
　
静

（
白
寿
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
仁
　
賀
　
妹
尾
　
定
純

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

▽
日
時
…
十
月
一
日
（
日
）

午
後
一
時
開
会

▽
会
場
…
高
梁
市
川
上
総
合
学

習
セ
ン
タ
ー

▽
講
演
…
「
今
日
か
ら
で
き
る

認
知
症
予
防
」

東
京
都
老
人
総
合
研
究
所
　

宇
良
　
千
秋
　
先
生

▽
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
演
奏

井
原
吹
奏
楽
団
メ
ル
ヘ
ン
ウ

イ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

▽
フ
リ
ー
ト
ー
ク

「
地
域
の
現
状
と
私
た
ち
の

お
知
ら
せ

（社）
岡
山
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
連
合
会
の
主
催
に
よ
り

「
シ
ル
バ
ー
フ
ェ
ア
お
か
や
ま

２
０
０
６
in
総
社
」
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

こ
れ
は
会
員
相
互
の
交
流
・

連
携
を
図
る
と
と
も
に
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
を
広

く
県
民
の
皆
さ
ん
に
周
知
し
、

事
業
の
発
展
・
拡
大
を
目
指
す

も
の
で
す
。

高
梁
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
で
は
、
会
員
に
よ
る
作
品

展
示
と
ピ
オ
ー
ネ
な
ど
の
特
産

品
の
即
売
を
し
ま
す
。

▽
日
時
…
十
月
八
日
（
日
）
九

時
三
十
分
〜
十
六
時

相
談
日

九
月
二
十
六
日（
火
）

受
　
付

十
時
〜
十
二
時

審
査
開
始

十
時
三
十
分
〜

科
　
目

肢
体
、
聴
覚

内
　
容

補
装
具
（
義
肢
、
装

具
、
補
聴
器
な
ど
）

の
交
付
や
修
理
の

相
談
等

会
　
場

高
梁
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー

持
参
品

印
鑑
、
身
体
障
害
者

手
帳

問
い
合
わ
せ

市
役
所
社
会
福

祉
課
　
TEL
@1
０
２
６
４

▽
会
場
…
き
び
じ
ア
リ
ー
ナ

（
総
社
市
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
体
育
館
）

▽
催
し
コ
ー
ナ
ー
…
会
員
手
作

り
作
品
展
示
。
シ
ル
バ
ー
事

業
実
演
・
体
験
。
地
域
特
産

品
・
農
産
物
即
売
。
会
員
に

よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
（
日

本
舞
踏
、
フ
ル
ー
ト
演
奏
）。

ち
び
っ
子
コ
ー
ナ
ー
。
な
ど

で
き
る
こ
と
」
講
師
及
び

地
域
協
議
会
代
表
者

▽
主
催
…
高
梁
市
川
上
認
知
症

研
修
会
実
行
委
員
会

▽
問
い
合
わ
せ

川
上
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

TEL
$8
４
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